
エルミート行列の対角化について 

エルミート行列の対角化を直交行列の対角化のヤコビ法を利用して求める。 

今以下のようなユニタリ行列を考える。 
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U     (1) 

この行列は ( )iiU  成分と ( ) jjU  成分以外の対角成分が 1 のユニタリ行列である。一般の複

素行列Aにこの行列Uを右から、Uの随伴行列
†U を左から掛けると以下のようになる。 
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U AU  

行列Aがエルミート行列のとき、非対角成分は
* i

ij jia a re   と書けるので、計算後は以

下のようになる。ここに
*

jia は jia の複素共役である。 

 
† † * ( 2 )( ) ( ) i

ij ji re   U AU U AU      (2) 

ここで、 2  とおくと、(2)式の非対角成分を実数化して、
2 2i i

ij jia e a e r    とす

ることができる。その際対角成分 iia と jja は元々実数なので、今度は以下の直交行列Pで非

対角成分を 0にすることができる。 
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 この操作を非対角成分の絶対値の大きいものから順に繰り返して行くと、非対角成分を 0

に近づけて行くことができる。 

 


